
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
連
携

す
る
背
景
は
？

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
「
武
家
文
書

の
白
眉
」
と
い
わ
れ
る
国
宝
島
津
家
文
書

を
所
蔵
し
て
い
て
、
島
津
氏
に
関
す
る
史

料
の
収
集
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
臣
の
中
で
も
最
大
の
石
高
を
有
し
た

都
城
島
津
家
に
伝
来
し
た
史
料
は
、
中
世

か
ら
近
世
・
近
代
ま
で
の
島
津
家
全
体
を

解
明
す
る
上
で
貴
重
な
も
の
で
、
同
所
も

注
目
し
て
き
ま

し
た
。

　

同
所
と
市
の

連
携
に
よ
り
、

南
九
州
に
お
け

る
地
域
史
研
究

の
発
展
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
で
き

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
？

　

市
で
は
平
成
26
年
度
以
降
、
同
所
が
所

蔵
す
る
島
津
家
文
書
を
借
用
し
特
別
展
を

開
催
す
る
な
ど
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
同
所
は
史
料

の
調
査
を
平
成
29
年
度
以
降
毎
年
実
施
。

令
和
元
年
に
は
、
同
所
製
作
の
島
津
家
文

書
レ
プ
リ
カ
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、
市
民
向

け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
？

　

同
所
が
撮
影
し
た
市
が
所
蔵
す
る
都
城

島
津
家
の
古
文
書
や
古
記
録
、
古
絵
図
の

高
精
細
撮
影
画
像
デ
ー
タ
を
、
同
所
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
し
ま
す
。
現
在
約

１
万
１
千
コ
マ
の
画
像
が
あ
り
、
順
次
公

開
さ
れ
ま
す
。（
一
部
公
開
済
み
）

　

今
後
、
都
城
島
津
家
に

関
す
る
史
料
が
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

東京大学史料編
へん

纂
さん

所との連携による
都城島津家史料のデジタル化
　これまで、市では、都城島津家に関する共同研究を進めるなど、東京大学史料編纂所との交流を深めてきまし
た。昨年７月には、歴史史料のデジタル化およびその活用公開について覚書を締結。両者の連携した取り組みに
より、史料の画像を簡単に検索して利用することが可能になりました。
　今回は、取り組みの背景や内容などを紹介します。

◎問い合わせ　都城島津邸　☎23－2116

東京大学史料編纂所所長
本郷　恵子　教授／博士

　「歴史を大切にしてきた
都城市と連携できることを
とてもうれしく思っていま
す。古文書の画像を通じて
歴史に直接触れる機会を、
ぜひ、活用してください。」

都城島津邸
米澤　英昭　主幹

本市に残る史料の価値が市内外で一層高まります
　研究者から歴史に興味のある一般
の人まで、幅広く利用されている東
京大学史料編纂所のデータベース。
そこで公開される都城島津家史料の
デジタルデータは、多くの人に活用
していただけると考えています。さ
らに、連携したこの取り組みにより、

本市に残る史料の価値は一層高まる
ものと考えています。加えて、歴史
史料の大切さや、都城島津家史料が
本地域にとって貴重な歴史遺産であ
ることを、改めて多くの人に知って
いただけるものと期待しています。
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都城島津邸HP
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